
© 2021 Sumitomo Corporation

11

ダイバーシティと

サステナビリティ経営

兵頭 誠之
住友商事株式会社

代表取締役 社長執行役員 CEO

2021年12月19日 日立財団 多文化共生社会の構築フォーラム
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住友商事グループにおけるダイバーシティ

日本社会におけるダイバーシティ

１ 住友商事グループのサステナビリティ経営
ダイバーシティと

サステナビリティ経営

外国につながりのある高校生たち

の「活躍する力」を拓く

すべての子どもたちが、

夢に向かって

自由な選択ができる社会へ
住友商事の社会貢献活動プログラム「100SEED」

~多文化共生社会の実現に向けた教育支援~
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住友商事グループのサステナビリティ経営
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グローバルネットワーク
住友商事グループのサステナビリティ経営

海外地域組織は広域4極体制で運営しています。

事 業 所 数

欧阿中東
CIS

東アジア

アジア
大洋州

米州

日本

本社〈東京〉

135拠点

66カ国・地域

935社

81カ国・地域

連 結 対 象 会 社 数

＊事業所の所在地にマークしています。

（2021年3月31日現在）
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6つの事業分野と次世代事業の創出
住友商事グループのサステナビリティ経営

住友商事グループは、事業部門、イニシアチブ、そして国内・海外の地域組織が連携し、グローバルに幅広い産業分野で事業活動を展開しています。

強固なビジネス基盤と多様で高度な機能を戦略的・有機的に統合することで、変化を先取りし、既存の枠組みを超えて社会課題を解決し、

新たな価値を創造していきます。

金属事業部門 インフラ事業部門 メディア・デジタル事業部門

生活・不動産事業部門 資源・化学品事業部門
エネルギーイノベーション・
イニシアチブ 2021年4月新設

輸送機・建機事業部門
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住友の事業精神、住友商事グループの経営理念、マテリアリティ
住友商事グループのサステナビリティ経営

「信用・確実」 「浮利を追わず」 ｢進取の精神｣ ｢自利利他公私一如｣

住友の事業精神

住友商事グループの経営理念 【目指すべき企業像】

私たちは、常に変化を先取りして新たな価値を創造し、

広く社会に貢献するグローバルな企業グループを目指します。

◆ 持続可能な社会の実現へ強くコミット

◆ 将来の事業環境変化を見通した経営判断

◆ プロアクティブかつ包摂的な取り組みを実施

サステナビリティ経営の高度化

マテリアリティ

住友商事グループの価値判断のよりどころは、「住友商事グループの経営理念・行動指針」にあります。
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社会の持続可能性

【長期目標】【重要社会課題】

気候変動
緩和

循環経済

人権尊重

6つの重要社会課題の特定と、サステナビリティ経営の高度化
住友商事は、2020年6月、社会とともに持続的に成長するためのサステナビリティ経営の高度化の一環として、当社に関わりが深い6つの重要社会課題を選び、

それにひも付く長期目標を定めました。

●総合商社の多様な人的リソース ●多彩なビジネスノウハウ ●グローバルネットワーク

●事業パートナーや取引先とのビジネスリレーション

社会の発展と進化

【重要社会課題】【長期目標】

地域社会・
経済の発展

生活水準の
向上

良質な教育

住友の

事業精神

住友商事グループの

経営理念・行動指針

マテリアリティ

●地域の産業発展と
人材育成への貢献

産業・社会インフラ
の整備

● 高度な生活関連
サービスの提供

● 質の高い教育の
普及

● 2050年の事業活
動のカーボンニュート
ラル化と、持続可能
なエネルギーサイクル
実現への挑戦

●リサイクル・省資源
型の技術・商品への
転換

天然資源の持続可
能な調達

●

●全事業・サプライ
チェーンにおける人
権の尊重

●

住友商事グループのサステナビリティ経営

参考：サステナビリティ経営の高度化 https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/sustainability/management

https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/sustainability/management
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社会の持続可能性

【長期目標】【重要社会課題】

気候変動
緩和

循環経済

人権尊重

6つの重要社会課題の特定と、サステナビリティ経営の高度化
6つの重要社会課題の達成に向けて推進する取り組みの一部をご紹介します。

●総合商社の多様な人的リソース ●多彩なビジネスノウハウ ●グローバルネットワーク

●事業パートナーや取引先とのビジネスリレーション

社会の発展と進化

【重要社会課題】【長期目標】

地域社会・
経済の発展

生活水準の
向上

良質な教育

住友の

事業精神

住友商事グループの

経営理念・行動指針

マテリアリティ

●地域の産業発展と
人材育成への貢献

産業・社会インフラ
の整備

● 高度な生活関連
サービスの提供

● 質の高い教育の
普及

● 2050年の事業活
動のカーボンニュート
ラル化と、持続可能
なエネルギーサイクル
実現への挑戦

●リサイクル・省資源
型の技術・商品への
転換

天然資源の持続可
能な調達

●

●全事業・サプライ
チェーンにおける人
権の尊重

●

住友商事グループのサステナビリティ経営

参考：ESGコミュニケーションブック2021

https://www.sumitomocorp.com/jp/-/media/Files/hq/sustainability/report/esg/esg-all.pdf?la=ja
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住友商事グループにおけるダイバーシティ
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グローバル人材マネジメントポリシー
住友商事グループにおけるダイバーシティ

⇒新たな価値を創造し、社会とともに持続的に成長する！

| Diversity & Inclusion |

参考：グローバル人材マネジメントポリシー https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/about/talent/policy

https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/about/talent/policy
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ダイバーシティ＆インクルージョンの本質
住友商事グループにおけるダイバーシティ

国籍

年齢

人種・民族
障がい

性別

発想 新たな視点

能力

趣味

経験

宗教

人脈

スキル

考え方

ネットワーク

専門性

異文化

表層的ダイバーシティ

深層的ダイバーシティ

➢心理的・物理的な「壁」を取り払う

➢モノカルチャー／居心地の良い場所からの脱出

➢心理的安全性の確保

D&Iの本質は「謙虚さ＝相手の理解・リスペクト」

習慣
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日本社会におけるダイバーシティ
住友商事の社会貢献活動プログラム「100SEED」 ~多文化共生社会の実現に向けた教育支援~
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日本社会におけるダイバーシティの課題
日本社会におけるダイバーシティ
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100SEED特設サイトで世界各地の活動を発信中
https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/100seed/activities/index.html

100SEED（ワンハンドレッドシード）は、2019年の住友商事創立100周年を機に立ち上げた、グローバルで取り組む社会貢献活動プログラムです。

SDGsの目標4「質の高い教育をみんなに」を共通テーマに、世界各地の社員が、地域の課題に根差したさまざまな活動に、取り組んでいます。

100SEED: 世界各地で活動がスタート

多文化共生 キャリア教育 プロボノ

日本社会におけるダイバーシティ

https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/100seed/activities/index.html
https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/100seed/index.html
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今後ますます増える日本で暮らす外国人。その子どもたちは、学習機会やキャリア形成でさまざまな困難を抱えています。彼らの学びに対する支援が、

日本の将来を支えるという思いで、2020年10月に始動しました。当社グループ社員が、外国ルーツの子どもたちを支えるNPOの活動を、支援する活動です。

100SEED: 多文化共生社会を目指す教育支援
日本社会におけるダイバーシティ

※活動の詳細は、巻末の補足資料をご参照ください。

https://vimeo.com/594392060/21703830f5
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すべての子どもたちが、夢に向かって、自由な選択ができる社会へ
日本社会におけるダイバーシティ

ダイバーシティこそ、イノベーションや新たな価値創造の源泉

多様性の中で育まれる、子供たちの未来に期待

多様な「個性」をもつ子供たちが、持てる力を発揮できる社会へ
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100SEED：「多文化共生社会を目指す教育支援」の概要
補足資料

（公財）日本国際交流センター（JCIE）との連携

• JCIEが、「休眠預金等活用法」に基づいて運営する助成事業

「外国ルーツ青少年未来創造事業」と連携。

• 上記事業の助成対象として、公募で選ばれた７団体に対し、

社員が支援活動を行うもの。のべ103人の社員が参加。

◆支援活動の内容：

① 非営利団体に対する 組織・事業運営支援
（広報物制作、HPやSNSでの情報発信支援、営業用プレゼン
資料作成、規程類の整備、イベント企画等の運営側のサポート）

② 外国ルーツ青少年に対する 学習支援
（団体が運営する日本語や学校教科の学習支援活動に参加）

公益財団法人日本国際交流センター（JCIE）が運営する「外国ルーツ青少年未来創造事業」と連携し、日本に住む外国ルーツの子どもたちの

教育課題に取り組む７つの非営利団体に対し、当社グループ社員が、プロボノ支援や、子どもたちの学習支援を行っています。

「多文化共生社会を目指す教育支援」の運用体制

住友商事
グループ
参加社員

・ABCジャパン
・glolab
・YSC

・さぽうと21
・アレッセ高岡
・DiVE.tv

・多文化ふらっと

・プロボノ支援
・学習支援

・助成金
・伴走支援

・団体との調整
・情報提供

https://www.jcie.or.jp/japan/report/activity-report-4506/

